
、

行
　
　
館
平
番

発
　
　
民
　
－

日
号
公
昭
0

0
　
　
町
　
3

母
76
代
欝

7
　
　
松
　
　
f

年
－
郡
関
松

稗
第
野
話

油
東
館
電
印刷・松代印刷所

　　◇一｝一参議院議員通常選挙一一一一一◇

　7月7日行なわれた参議院議員通常選挙、町の投票率は89・15％で、昭

和46年6月27日行なわれた同選挙の投票率80・09％を大きく上まわつ

た、各投票所ごとの投票率及び地方区の候補者別松代町得票数は次のとおり。

伊
藤
千
穂
（
共
産
新
）

志

苫

塚
田
十
一

古亘

川
四

裕
（
社
会
新
）

β白ハ
（
自
民
前
）

久
（
翁
新
）

白
ハ
（
自
民
新
）

無
効
　
票

闘
＝
ハ
○
冨
示

八
二
九
票

－
、
九
〇
五
票

－
九
〇
票

闘
、
九
七
〇
票

二
〇
九
票

率票
、
投
一
医

哩男区票投 　
　
域

　
　
率

　
　
票
．

　
　
投

「 （新田を除く）

・会沢

丸・池之畑

・東山

倉・仙納
・小池

・諏諏峠・石畑

松
蓬
清
桐
池
小
下
海
孟
滝
田
蒲
儀
寺
筋
田
菅
福
室
木
峠
千
小
犬
苧
名
濁
竹
片
小

㎜
代
平
水
山
尻
屋
山
老
地
沢
野
生
明
田
平
代
刈
島
野
和

刈・田沢
島
野・奈良立
和田原

年
荒戸・太平・新田

伏
島・中子
平

　
山
所
桐
貫

4
了
2
0
7
4
3
9
5
4
9
0
3
1
3
0
2
3
6
1
4
8
0
9
1
5
3
9
0
6

㎜
6
2
6
5
5
3
3
3
1
3
1
5
5
7
4
0
9
0
8
4
1
9
3
6
7
4
9
8
0
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

0
1
5
7
8
1
5
9
3
4
9
0
0
0
0
4
6
8
3
7
9
0
1
0
8
2
1
8
0
7

・
9
9
8
8
9
9
9
8
8
9
8
9
9
9
9
8
8
8
8
8
8
9
9
9
8
9
7
8
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

区p票投

89．15

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

第
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

町平均

　
6
月
2
7
日
松
代
町
議
会
第
2
回
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出

補
正
予
算
（
第
2
号
）
ほ
か
17
の
案
件

に
つ
い
て
付
議
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
件
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

議
第
1
号
　
昭
和
弼
年
度
松
代
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
※
歳
入
歳
出
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
千

　
　
二
三
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
八
億
三
千
一
〇
三
万
一
千
円

と
す
る
も
の
。
「
主
な
内
容
」
歳

入
△
地
方
交
付
税
二
千
五
九
四
万

一
千
円
、
園
国
庫
支
出
金
（
土
木

施
設
災
害
復
旧
）
一
四
二
万
四
千

円
（
雪
上
車
購
入
補
助
）
三
三
五

万
二
千
円
、
囹
県
支
出
金
（
農
林

業
関
係
補
助
）
二
一
七
万
七
千
円

（
農
地
災
害
復
旧
費
）
減
六
五
五

万
円

　
　
歳
入
、
囹
庁
用
乗
用
車
購
入
一
九

　
　
一
万
四
千
円
、
囹
集
落
開
発
セ
ン

　
　
タ
ー
建
設
費
二
〇
〇
万
円
、
團
春

　
　
季
異
常
豪
雪
対
策
費
一
一
〇
万
円

　
　
道
路
新
設
改
良
費
（
道
路
舗
装
）

　
　
一
二
〇
万
円
、
囹
雪
上
車
購
入
四

　
　
九
八
万
円
、
囹
49
年
土
木
施
設
災

　
　
害
復
旧
（
2
5
ケ
所
）
九
〇
五
万
四

　
　
千
円
、
口
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
二
〇
〇
万
円
、
囹
盤
年
公
共
災
害

　
　
復
旧
二
〇
〇
万
五
千
円
。

議
第
2
号
　
昭
和
4
9
年
度
松
代
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
1
号
）
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（1）



　
※
歳
入
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
万

　
　
円
追
加
し
、
総
額
二
千
七
四
二
万

　
　
五
千
円
と
す
る
も
の
。

議
第
3
号
　
松
代
町
特
別
会
計
農
業
共

　
済
事
業
補
正
予
算
（
第
－
号
）

　
※
歳
入
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
八
万

　
　
円
を
追
加
し
、
総
額
三
千
五
五
五

　
　
万
九
千
円
と
す
る
も
の
。

議
第
4
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
っ
い
て
。

　
※
昭
和
弼
年
4
月
1
日
か
ら
囎
年
度

　
　
か
ぎ
り
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
　
条
例
の
給
料
表
の
給
与
月
額
に
百

　
　
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支

　
　
給
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

　
　
へ
勧
告
に
よ
り
給
与
改
正
が
行
な

　
　
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
10

　
　
％
を
前
払
支
給
す
る
も
の
）

議
第
5
号
　
松
代
町
老
人
及
び
重
度
心

　
　
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
※
老
人
及
び
重
度
心
身
障
害
者
に
対

　
　
し
医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

　
　
り
、
老
人
及
び
心
身
障
害
者
の
福

　
　
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

　
　
す
る
条
例
で
、
従
前
の
老
人
医
療

　
　
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
廃
止
）

　
　
に
代
る
も
の
。

議
第
6
号
　
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。

　
※
蚕
繭
共
済
加
入
者
の
共
済
細
目
書

　
　
の
提
出
期
限
を
、
春
蚕
繭
5
月
1
0

　
　
日
を
5
月
3
1
日
に
。
晩
秋
蚕
繭
6

　
　
月
30
日
を
7
月
3
1
日
に
、
ま
た
、

　
　
加
入
者
負
担
共
済
掛
金
の
納
期
を

　
　
晩
秋
蚕
繭
8
月
3
0
日
を
9
月
御
日

　
　
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
た
も
の
。

議
第
7
号
　
昭
和
4
9
年
度
松
代
町
特
別

　
会
計
農
業
共
済
事
業
無
事
戻
金
に
つ

　
い
て
。

　
※
農
業
共
済
条
例
第
36
条
の
規
定
に

　
よ
り
、
昭
和
弼
年
度
無
事
も
ど
し
額

　
の
議
決
を
得
た
も
の
。

　
　
ω
水
稲
共
済
無
事
戻
金

　
　
　
　
　
　
一
、
三
三
四
、
三
五
一
円

　
　
②
蚕
繭
共
済
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
二
八
、
四
〇
五
円

議
第
8
号
　
昭
和
銘
年
会
計
年
度
農
業

　
共
済
事
業
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
※
地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
4
項

　
　
の
規
定
に
よ
り
、
決
算
を
認
定
し

　
　
た
も
の
。

議
第
9
号
　
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一

　
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
※
既
定
の
松
代
町
過
疎
地
域
振
興
計

　
　
画
を
実
状
に
合
せ
、
過
疎
地
域
対

　
　
策
緊
急
措
置
法
第
6
条
第
7
項
の

　
　
規
定
に
基
き
変
更
す
る
も
の
。

議
第
組
号
　
し
尿
処
理
に
関
す
る
事
務

　
の
委
託
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ

　
い
て
。

議
第
1
1
号
　
し
尿
処
理
に
関
す
る
事
務

　
の
委
託
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
。

　
※
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の
1
4
の

　
　
規
定
に
よ
り
、
十
日
町
市
に
委
託

　
　
し
て
い
た
も
の
を
廃
止
し
（
議
第

　
　
10
号
）
、
法
第
2
5
2
条
の
皿
の

　
　
規
定
に
よ
り
、
十
日
町
市
．
川
西

　
　
町
衛
生
施
設
組
合
に
委
託
す
る
こ

　
　
と
の
協
議
（
議
第
11
号
）

議
第
⑫
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
。

　
※
白
根
地
区
消
防
事
務
組
合
・
東
蒲

　
　
原
広
域
消
防
組
合
を
、
加
え
る
も

　
　
の
。

議
第
格
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
粗
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に

　
つ
い
て
。

　
※
東
蒲
原
広
域
消
防
組
合
・
五
泉
地

　
　
域
粗
大
ご
み
処
理
事
務
組
合
を
加

　
　
え
る
も
の
。

議
第
1
4
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

　
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
数
の
増
加
、
お
よ
び
新
潟
県
消
防
団

　
員
等
公
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
。

　
※
岩
船
地
域
広
域
事
務
組
合
・
東
蒲

　
　
原
広
域
消
防
組
合
を
、
加
え
る
も

　
　
の
。

議
第
1
5
号
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て
。

　
※
斉
藤
竹
蔵
氏
（
田
野
倉
）
の
選
任

　
　
　
（
再
任
）
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

　
　
を
求
め
た
も
の
。

議
第
1
6
号
　
町
道
松
代
・
松
之
山
線
改

　
良
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
※
町
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
予
定
価

　
　
格
一
、
○
○
○
万
円
以
上
の
工
事

　
　
契
約
は
議
会
の
議
決
を
要
す
る
。

　
　
契
約
方
法
・
指
名
競
争
入
札

　
　
契
約
金
額
・
一
、
O
O
O
万
円
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（2）

　
毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
、
今
年

も
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
て
い
ま
す

み
ん
な
で
楽
し
く
泳
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
◎
開
設
期
日
　
七
月
五
日
開
設

講
◎
時
間

醜纈

一
回
目

二
回
目

三
回
目

9
時
～
H
時

12

時
～
1
4
時

14

時
30
分
～

　
　
　
16
時
3
0
分

　
鋳
◎
使
用
上
の
注
意

黛
．
①
水
泳
前
に
必
ず
準
備
運

繭
②
纏
奪
、
い
人
は

灘
⑤
大
鰐
犠
権
ず

麟
㈹
脅
繋
蕪

　
　
　
　
　
　
げ
入
れ
な
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が
利
用
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
よ

》
フ
o第

ー
号
（
松
代
）
プ
ー
ル
は

　
　
　
夜
も
開
設

　
ー
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
1

　
第
1
号
（
松
代
）
の
ブ
ー
ル
は
次
の

期
間
、
夜
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
み
ん

な
で
き
ま
り
を
守
り
楽
し
く
泳
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
期
間
と
時
間

　
　
7
月
2
1
日
～
8
月
10
日

　
　
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
時

◎
き
ま
り

　
　
使
用
上
の
注
意
①
～
⑦
を
厳
守
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
酒
類
を
の
ん
だ
人
は
入
場
し
な
い

　
こ
と
、
ま
た
、
酒
類
や
危
険
物
は
持

　
込
ま
な
い
こ
と
。

　
　
時
間
を
守
る
こ
と
。



　
　
契
約
の
相
手
方
・

　
　
　
　
相
沢
組
・
相
沢
益
蔵
（
松
代
）

　
　
工
期
・
契
約
日
か
ら
舶
七
〇
日

議
第
1
7
号
　
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備

　
事
業
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て
。

　
　
①
木
和
田
原
圃
場
整
備
工
事

　
　
　
契
約
方
法
・
指
名
競
争
入
札

　
　
　
契
約
金
額
・
一
、
○
八
○
万
円

　
　
　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
室
野
建
設
・
南
雲
文
吉

　
　
②
仙
納
農
道
鍛
屋
敷
線
開
設
工
事

　
　
　
契
約
方
法
・
指
名
競
争
入
札

　
　
　
契
約
金
額
・
一
、
一
五
〇
万
円

　
　
　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
室
岡
組
・
室
岡
龍
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
）

　
　
③
蓬
平
農
道
河
原
線
開
設
工
事

　
　
　
契
約
方
法
・
指
名
競
争
入
札

　
　
　
契
約
金
額
・
九
八
○
万
円

　
　
　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
大
和
電
建
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
本
山
盛
高
（
松
代
）

議
第
1
8
号
　
普
通
林
道
下
山
・
海
老
線

　
開
設
工
事
契
約
に
つ
い
て
。

　
　
契
約
方
法
・
指
名
競
争
入
札

　
　
契
約
金
額
・
一
、
四
二
〇
万
円

　
　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
高
沢
組
・
高
沢
昭
平
（
松
代
）

甕
上
越
地
域
消
防
組
合
の
財
政
状
況
は
簗
、
嚇

（49．3．1現在）

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
を
み
な
さ
ま
か
ら
良
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
為
、
年
二
回
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
昭
和
四
十
九
年
三
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

出

支出済額

　　　　千F〕
　　　161
　466，436
　380，000

　38，874
　31，290
　16，272
　　3，253

　　　　0

歳

①昭和48年度予算の執行状況

　歳　　　　　　入

469，850

予算額
　　　　　千円

　　　219
505，794
403，753
54，475

31，292

16，274

　　3，516

　　4．882

分区

514，411

費
費
費
費
費
費
費
費

　
　
理
設
雑

会
務
灘
麟
債
備

　
　
一
消
退
財

議
総
ω
③
⑥
ω
公
予

－
∩
∠
　
　
　
　
　
　
　
　
り
0
4

計合

入

収入済額

　　　　千円
　449．501
　　2，872

　　　　0
　　　776
　　　　0
　　6，581
　　2，722

　15，000
　　1，000

　478，452

予算額
　　　　　千円

479，708
　2，600
　7，100
　　　778
　　　　　1

　6，580
　　1，644

15，000

　　1，000

514，411

分区

金
料
金
入
金
金
入
債
金

為
出
収
　
出
計

轡
産
附
越
収
合
支

麟
爵
寄
繰
諸
組
県
合

1
2
3
4
5
6
7
8
9

建築費
　　㎜π 荊再

　17，100

　　〃

　　〃

　　7，980

　　7，673

　　4，500

　71，453

　
び艀（
計

416．84

　　〃

　　　　　積

2　階
219．25

　　〃

①建物
　面

②財産の状況

1　階
197．59

造構庁舎名

　　”　ト… 一ぞ一

　　　　　一　　　189

56・25＿1一 191二31

51・98巨fl98

765．98　　　　1．682．75

〃
7
〃

189

135

916．77

鉄骨A　LΩ板造蔓階建　i

　　　　〃　　　　　　　　　1

　　　　〃　　　　　　　　　

鉄骨コンクリートブロツ
之造平家建．　　　．一
鉄骨コソクリートブロツ
ク造二階建　　　　　
鉄骨造二階建（1階吹抜）
　　　　トト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トタン；母

　　　　　　二二二7

頸北消防署

頸南〃

名立分遣所

松代〃

消防本部

　　計

　
②
有
価
証
券

　
　
電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
）

　
　
　
　
　
（
額
面
）
二
、
二
四
〇
千
円

　
③
車
輔

　
　
ω
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
一
八
台

　
　
②
水
槽
付

　
　
　
消
防
ポ
ン
ブ
自
動
車
　
　
一
〃

　
　
⑥
化
学
消
防
車
　
　
　
　
　
二
”

　
　
㈲
屈
折
は
し
ご
付

　
　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
一
〃

　
　
⑤
防
災
工
作
車
　
　
　
　
　
一
〃

　
　
⑥
救
急
自
動
車

　
　
　
（
日
赤
分
五
台
を
除
く
）
　
七
〃

　
　
ω
指
令
車
　
　
　
　
　
　
九
〃

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〃

③
地
方
債
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
．
3
．
3
1
現
在
）

　
①
消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
六
三
、
七
〇
〇
千
円

　
　
①
郵
政
省
借
入
額

　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
七
〇
〇
千
円

　
　
②
市
町
村
職
員
共
済
組
合
会
借
入

　
　
　
額
三
八
、
○
O
O
千
円

④
剛
時
借
入
金
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
．
3
．
3
1
現
在
）

　
　
　
　
な
し

　　　　ノ7あなたの免許証は大丈夫ですか〃

　　　　　～失効させていませんか～

　もう一度”免許証の有効期限，，を確かめましよう。

◎免許証の有効期限はあなたの免許証に記載されている「年月日」ま

　でです。

◎有効期限が誕生日でない免許証をお持ちの方は、その免許証を更新

　して初めて誕生日が有効期限となります。

◎このことを誤解して、有効期限が自動的に誕生日になると思ってい

　ると「免許を失効させることになります。

（3）



町民総検診の年

循環器検診を実施
新潟県医師会の協力を得て

◎
六
十
三
％
以

　
上
が
循
環
器

　
系
で
死
亡

　
昨
年
一
年
間

の
松
代
町
の
死

亡
者
百
六
人
の

う
ち
、
脳
卒
中

、
心
臓
病
、
糖

尿
病
な
ど
の
循

環
器
系
の
病
気

で
死
亡
さ
れ
た

人
が
六
十
七
人

（
ふ
ハ
三
・
一
一
％
）

も
お
ら
れ
ま
す

　
こ
の
う
ち
働

き
盛
り
や
ま
だ

ま
だ
働
い
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が

二
十
四
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

◎
自
分
の
た
め
に
も
家
族
の
た
め
に
も

　
是
非
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
一
家
の
大
黒
柱
や
ま
だ
く
働
ら
い

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
が

急
に
倒
れ
て
、
そ
の
ま
』
二
度
と
帰
ら

ぬ
人
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
本
人

は
勿
論
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
家
族
に
と

っ
て
も
非
常
に
不
幸
で
あ
り
、
大
変
困

っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
予
防
す
る
に

は
ど
う
し
て
も
検
診
を
受
け
て
、
早
く

病
気
を
見
つ
け
て
注
意
す
る
よ
り
方
法

は
な
い
よ
う
で
す
。
　
　
　
松
代
町
で

は
次
の
と
お
り
循
環
器
検
診
を
実
施
し

ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
一
人
の
洩
れ
者

も
な
く
全
員
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

◎
循
環
器
検
診
実
施
要
領

　
松
代
町
で
は
、
死
亡
順
位
第
一
位
を

し
め
る
、
脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
、

新
潟
県
医
師
会
、
新
潟
県
、
大
島
保
健

所
の
指
導
と
援
助
協
力
を
得
て
、
次
に

よ
り
循
環
器
検
診
を
実
施
し
、
中
高
年

令
層
の
脳
卒
中
発
症
、
死
亡
の
減
少
を

図
る
。

◎
循
環
器
と
は

　
血
液
を
循
環
さ
せ
て
、
摂
取
し
た
栄

養
物
、
酸
素
な
ど
を
体
の
各
部
に
運
び

且
つ
、
老
廃
物
を
体
内
各
部
か
ら
集
め

て
、
排
泄
す
る
た
め
運
搬
す
る
器
官
。

人
間
で
は
、
心
臓
、
血
管
、
淋
巴
管
な

ど
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
循
環
器

系
統
の
中
で
も
血
管
の
内
側
に
コ
レ
ス

テ
β
ー
ル
が
付
着
し
て
血
液
の
通
る
穴

が
狭
ま
く
な
っ
た
り
、
血
管
が
硬
化
し

て
も
ろ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
と
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
高
血
圧
関

係
の
色
々
の
病
気
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す

◎
実
施
期
日

七
月
二
五
日
、
二
六
日
、
二
七
日

　
受
付
時
間
は
、
三
日
間
と
も

　
　
　
　
　
午
前
は
九
時
～
十
一
時

　
　
　
　
　
午
後
は
一
時
～
三
時

◎
場
所

　
三
日
間
と
も
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
遠
方
の
方
は
車
で
送
迎
し
ま
す
。

　
　
配
車
時
間
等
は
、
区
長
さ
ん
を
通

　
　
じ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　
四
十
歳
～
六
十
四
歳
ま
で
の
男
女

（4）

　
・
出
稼
者
と
そ
の
留
守
家
族
は
別
に

　
　
検
診
を
実
施
す
る
の
で
今
回
は
除

　
　
き
ま
す
。

　
・
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
老
人
健
康

　
　
診
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
除
き
ま

　
　
す
。

　
・
今
回
の
循
環
器
検
診
該
当
者
に
は

　
　
個
人
宛
、
は
が
き
で
通
知
し
ま
す

◎
検
査
項
目

一
次
検
診
翻
間
診
、
検
尿
、
血
圧
測
定

　
右
の
一
次
検
診
の
結
果
、
必
要
が
あ

　
る
と
医
師
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は

　
引
き
続
き
直
ち
に
二
次
検
診
を
実
施

　
し
ま
す
。

二
次
検
診
H
身
体
計
測
、
血
清
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
心
電
図
、

　
眼
底
検
査
。

〃
豊
か
な
老
後
は
自
分
の
手
で
〃

国
民
年
金
の
附
加
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
り
ま
し
よ
う

　
国
民
年
金
の
附
加
年
金
制
度
は
、
ふ

つ
う
の
保
険
料
に
一
定
の
保
険
料
（
附

加
保
険
料
）
を
う
わ
の
せ
し
て
納
め
、

そ
れ
だ
け
高
額
な
年
金
（
老
齢
、
通
算

老
齢
）
を
う
け
る
し
く
み
で
す
。

　
保
険
料
は
一
ヵ
月
四
〇
〇
円
で
ふ
つ

う
の
保
険
料
九
〇
〇
円
と
同
時
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
合
計
千

三
百
円
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
う
け
る
と
き
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
一
か
月
に
つ
き
二
〇
〇
円
の
割
合
で

計
算
さ
れ
、
老
齢
年
金
ま
た
は
、
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
る
場
合
に
合
せ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
死
亡
一
時
金
の
場

合
に
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
昨
年
の
改
正
で
、
保

険
料
を
二
五
年
か
け
た
場
合
の
〃
標
準

的
な
年
金
額
〃
が
夫
婦
で
五
万
円
と
な

る
計
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
中
に

は
附
加
年
金
へ
加
入
し
た
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

識
盛
ゆ
o。
O
O
田
×
毬
醤
H
卜
o
O
b
O
O
コ

　　遷
　　書
冷一ゆ
灘＞

一一8
蹄蹄olコ山コヨ

禽揖×
ゆ冷謡
慧懸親

q図”
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のくつくつ
田田コヨ

　
国
民
年
金
の
場
合
は
、
定
額
制
と
い

っ
て
、
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
、
保

険
料
額
や
年
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
附
加
年
金
は
、
自
分
か
ら
希
望

し
て
保
険
料
を
納
め
る
し
く
み
で
す
。

人
生
五
十
年
は
、
す
で
に
昔
の
話
。

　
今
か
ら
附
加
年
金
に
加
入
で
き
な
い

も
の
か
…
…
と
は
、
す
で
に
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
人
か
ら
、
し
ば
し
ば
も

ち
こ
ま
れ
る
相
談
で
、
と
し
を
と
っ
て

か
ら
は
、
や
は
り
少
し
で
も
多
く
の
年

金
が
欲
し
い
と
考
え
る
の
は
人
情
で
し

よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
で
は
も
う

遅
す
ぎ
る
の
で
す
。

　
豊
か
な
老
後
は
自
ら
の
手
で
…
…
あ

な
た
も
附
加
年
金
に
入
り
ま
し
よ
う
。

手
続
き
の
こ
と
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
へ
電
話
な
ど
で
お
た
づ
ね
下
さ
い
。



③

早
期
発
見
、
早
期
治
療
は

脳
卒
中
予
防
の
出

発

点

　
時
ま
で
旺
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

四
、
十
月
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
十

　
二
時
ま
で
H
奴
奈
川
支
所
で
。

五
、
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十
時
よ
り

　
十
二
時
ま
で
π
松
代
町
総
合
セ
ン
タ

　
ー
で
。

囹
早
期
発
見
、
早
期
治
療

　
脳
卒
中
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
が

土
台
と
な
っ
て
起
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

高
血
圧
と
動
脈
硬
化
は
、
自
覚
症
が
な

い
事
が
多
い
か
ら
、
や
っ
か
い
で
す
。

　
し
か
し
、
早
い
う
ち
に
病
気
を
発
見

し
、
早
期
に
正
し
い
治
療
や
生
活
上
の

注
意
を
す
れ
ば
、
脳
卒
中
を
防
ぐ
こ
と

は
可
能
で
す
。

　
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
集
団
検
診

や
医
師
の
診
察
を
受
け
る
な
ど
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

一
、
集
団
検
診
を
受
け
る
。

　
L
循
環
器
検
診

　
乞
出
稼
者
検
診

　
3
。
留
守
家
族
検
診

二
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

三
、
な
ん
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
れ
た

　
　
者
は
、
自
主
的
に
定
期
的
に
検
診

　
　
を
受
け
る
。

囹
薬
は
お
医
者
さ
ん
の
指
示
で
正
し
く

　
飲
む

　
薬
を
飲
む
と
高
血
圧
が
治
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
高
血

圧
症
と
い
う
病
気
そ
の
も
の
を
治
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
高
く
な

っ
た
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
だ
け
に
薬
を

使
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
血
圧
が
高
く
な
る
と
、
ど
う
も
頭
が

痛
い
、
肩
が
こ
る
、
だ
か
ら
そ
の
時
だ

け
薬
を
飲
む
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
分
勝
手
に
飲
ん
だ
り

飲
ま
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
全
然

飲
ま
な
い
で
い
る
人
よ
り
、
も
っ
と
脳

卒
中
を
お
こ
し
や
す
い
か
ら
、
お
医
者

さ
ん
の
指
示
が
あ
る
か
ぎ
り
飲
み
読
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
も
し
、
そ
れ
で
具
合
や
調
子
が
お
か

し
い
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
様
子
を
お
医

者
さ
ん
に
く
わ
し
く
話
し
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
例
え
ぽ
、
飲
み
始
め
た
人
が
、
よ
く

体
に
合
わ
な
い
と
言
っ
て
三
日
坊
主
で

や
め
る
人
が
多
く
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
方
も
お
医
者
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
よ
う
。

　
一
週
間
分
の
薬
を
も
ら
っ
て
十
日
あ

る
い
は
二
週
間
飲
む
人
が
い
る
よ
う
で

す
が
、
と
こ
ろ
が
薬
は
、
一
日
三
回
飲

ん
で
こ
そ
薬
が
平
均
し
て
体
に
き
き
ま

す
。
し
か
し
、
一
日
一
回
又
は
二
回
で

は
血
圧
の
動
き
が
激
し
く
、
効
果
が
弱

く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
一
週
間
分
の
薬

を
も
ら
っ
た
ら
、
六
日
目
に
も
ら
い
に

行
き
、
た
や
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
よ
う
。
特
に
忙
し
い
時
ほ
ど
注
意
し

て
下
さ
い
。

畠
電
詳
▲
ゐ
…
き
◆
◆
i

国
民
年
金

相
談

　
　
　
　
ー
ー
定
例
的
に
開
設

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
、
拠
出
の
国

民
年
金
制
度
が
で
き
て
か
ら
今
年
で
十

四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
の
法
改
正
で
年
金
額
も
大
巾
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
拠
出
年
金
受
給
者
（
保
険
料
を
納
め

て
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
）
も
年

々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人

が
受
け
て
い
る
年
金
額
も
最
高
十
五
万

円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
対
す
る
皆
さ
ん
方
の
関

心
と
期
待
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
疑
問
の
点
や
お
知
り
に

な
り
た
い
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
存
じ
ま
す
。
　
そ
こ
で
本
年
よ
り
、

毎
月
定
例
年
金
相
談
日
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
上
越
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

専
門
の
係
官
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
相

談
に
応
じ
て
も
ら
い
ま
す
．
、
開
設
日
は

次
の
と
お
り
で
す
か
ら
お
お
い
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
、
七
月
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
三
時

　
半
ま
で
π
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

二
、
八
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
十

　
二
時
ま
で
H
蒲
生
公
民
館
で
。

三
、
九
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り
十
二

七
月
は
国
民
年
金

　
　
　
　
　
保
険
料
納
付
月

　
　
　
〈
農
協
ロ
座
か
ら
引
落
し
月
〉

　
七
月
は
、
四
月
五
月
六
月
の
三
か
月

分
の
国
民
年
金
保
険
料
が
農
協
の
預
金

口
座
か
ら
引
落
し
に
な
る
月
で
す
。
預

金
口
座
は
大
丈
夫
で
し
よ
う
か
。
預
金

の
ご
用
意
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

六
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

ご
け
っ
え
潟

お
め
で
ζ
つ
鱈
髄

高
橋
　
邦
男
・
高
橋
　
春
枝
（
田
沢
）

柳
　
　
一
栄
・
関
谷
富
恵
（
千
年
）

柳
　
　
照
雄
・
寺
崎
　
　
優
（
桐
山
）

小
堺
　
光
雄
・
高
橋
　
和
子
（
福
島
）

離験菅
井

山
賀

富
沢

小
山

志
賀

正
子
弊
蓼
女
（
名
平
）

雄
次
罷
恵
榔
二
祭
荒
戸
）

豊
鰹
ヨ
偶
三
男
（
雀
ε

稔
哉
羅
一
榔
二
男
（
桐
山
）

浩
行
農
轡
男
（
壬

斉
藤
嚢
子
発
海
婁
（
田
署
）

高
沢
剛
綴
讐
男
（
松
代
）

お
く
や
み

（
死
亡
）

小
堺
　
鳥
松

山
岸
　
ヨ
子

柳
　
　
房
松

才才才

（
蓬
平
）

澄
蒲
生
）

（
千
年
）

（5）
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黛
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「
交
通
安
全
県
宣
言
12
周
年
記
念
」

県
民
大
会
に
お
け
る
知
事
表
彰

　
七
月
十
日
は
新
潟
県
が
交
通
安
全
県

で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
か
ら
十
二
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
交
通
事
故
が
よ
り
少

く
な
る
こ
と
を
願
い
、
新
潟
市
県
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
交
通
安
全
県
宣

言
記
念
県
民
大
会
が
知
事
を
迎
い
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
日
程
と
し

て
、
県
内
全
域
よ
り
、
優
良
運
転
者
や

交
通
安
全
の
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
や
優
良

校
な
ど
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
松
代
町
か
ら
優
良
運
転
者
と
し
て
松

　
代
の
佐
藤
一
雄
（
屋
号
、
こ
わ
き
）

　
さ
ん
が
選
ば
れ
当
日
の
大
会
に
出
席

　
し
て
知
事
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

◎
ま
た
安
全
運
動
の
一
つ
と
し
て
各
学

　
校
よ
り
募
集
し
た
交
通
安
全
の
ポ
ス

　
タ
ー
の
入
選
者
の
発
表
が
な
さ
れ
、

　
松
代
町
で
は
次
の
人
た
ち
が
表
彰
さ

　
れ
ま
し
た
。

◇
小
学
校
低
学
年
の
部

・
佳
作

　
　
松
代
小
学
校
（
二
年
）
　
柳
　
　
泉

◇
小
学
校
高
学
年
の
部

・
佳
作

　
　
松
代
小
学
校
（
四
年
）
　
若
月
英
樹

　
　
松
代
小
学
校
（
六
年
）
　
若
月
典
明
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秘一一休憩を十分とって運転しよう・・凝

　
ギ
ラ
く
と
照
り
つ

け
る
太
陽
の
も
と
、
海

へ
山
へ
涼
を
求
め
る
車

の
列
、
休
暇
を
利
用
し

て
の
帰
省
・
墓
参
り
な

ど
…
…
道
路
と
い
う
道

路
に
は
、
車
の
波
が
絶

え
間
な
く
続
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
季
節
・

車
の
増
加
に
つ
れ
、
交

通
事
故
の
発
生
が
う
な

ぎ
の
ぽ
り
に
な
る
の
も

例
年
の
こ
と
で
す
。
そ

し
て
そ
の
原
囚
に
は
、

交
通
量
の
増
大
と
と
も

に
運
転
者
や
歩
行
者
の

身
体
的
精
神
的
疲
労
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
る
の
で
す
。

　
特
に
、
暑
さ
が
ま
し

て
く
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
激
し

く
な
る
う
え
、
夜
は
寝
苦
し
い
な
ど
、

十
分
な
休
養
が
と
れ
な
く
な
り
、
疲
労

が
体
内
に
た
ま
り
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
混
雑
に
会
え
ば

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
こ
の
状
態
か
ら
早

く
ぬ
け
で
た
い
衝
動
が
お
こ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
運
転
者
は
、

　
ム
リ
な
追
越
し
、
ム
リ
な
右
左
折

を
す
る
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
ム
リ
や
不
注
意
が
事
故
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

　
事
故
は
お
互
の
注
意
で
防
げ
る
の
だ

と
い
う
気
持
を
強
く
も
ち
、
次
の
点
を

し
っ
か
り
守
り
ま
し
よ
う
。

　
過
労
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
よ
う
。

　
で
き
る
だ
け
シ
ー
ト
ベ
ル
と
を
つ
け

よ
う
o

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
や
め
よ
う

（6）
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幼
児
の
水
死
事
故
ほ
ど
痛
ま
し
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
元
気
で
走
り
回
っ

て
い
た
可
愛
い
い
わ
が
子
の
変
り
果
て

た
遺
体
に
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
、
と
り

す
が
っ
て
泣
き
さ
け
ぶ
母
親
の
姿
を
見

る
と
き
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
気
持
に

か
ら
れ
ま
す
。

　
安
塚
署
管
内
で
は
、
今
年
に
な
っ
て

す
で
に
3
件
の
水
死
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
真
剣
に
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
幼
児
の
監
護
に
手
ぬ
か
り
は
な
い
か

　
こ
ど
も
の
水
死
事
故
は
毎
年
4
月
か

ら
6
月
に
か
け
て
最
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
本
県
が
農
業
県

で
あ
る
と
い
う
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
忙
し
さ
か
ら
、
つ
い
子
守
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

◎
家
庭
の
週
辺
に
は
危
険
個
所
が
一
ば

　
い
あ
る
。

　
幼
児
の
水
死
事
故
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
家
庭
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
起
き

て
い
ま
す
。

　
浴
槽
、
水
が
め
、
バ
ケ
ツ
、
金
魚
鉢

下
水
溝
な
ど
、
例
を
あ
げ
れ
ば
限
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
だ
れ
に
で
も
で
き
る
救
助
法
。

　
目
の
前
で
水
に
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
た
場
合
、
こ
れ
を
助
け
よ
う
と

努
力
す
る
の
は
人
情
で
す
が
、
た
だ
そ

の
場
の
感
情
に
か
ら
れ
て
不
用
意
に
飛

び
込
む
こ
と
は
二
重
遭
難
の
心
配
が
あ

り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
う
い

う
方
法
で
救
助
す
る
か
、
と
っ
さ
に
考

え
適
切
な
方
法
を
と
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

◎
泳
が
な
い
で
救
助
す
る
方
法
。

　
・
手
を
伸
ば
し
て
救
助
す
る
。

　
　
手
を
伸
ば
し
て
救
助
で
き
る
と
思

　
っ
た
ら
、
岸
の
上
に
腹
ば
い
に
な
り

　
溺
者
の
手
首
や
肩
、
頭
髪
な
ど
を
つ

　
か
ん
で
引
き
寄
せ
る
。

　
・
上
衣
や
釣
ざ
お
を
利
用
し
て
救
助

　
　
す
る
。

　
　
手
や
足
を
伸
ば
し
て
も
届
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



　
場
合
、
直
ち
に
上
衣
、
シ
ヤ
ツ
、
ズ

　
ボ
ン
な
ど
を
脱
ぎ
、
一
方
の
端
を
し

　
か
り
に
ぎ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
か
ま
せ

　
る
。

　
・
ロ
ー
プ
な
ど
を
利
用
し
て
救
助
す

　
　
る
。

　
・
板
や
丸
太
、
浮
輪
な
ど
を
使
っ
て

　
　
救
助
す
る
。

　
　
小
、
中
学
生
年
代
の
こ
ど
も
を
持

　
つ
親
や
、
指
導
者
的
立
場
に
あ
る
方

は
、
常
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
）

町
青
年
大
会
結
果

　
　
　
（
6
月
30
日
・
松
代
中
学
校
）

男
子
（
入
賞
3
位
ま
で
）

一
〇
〇
勉
　
①
米
持
真
吾
（
室
野
）
②

　
高
橋
一
（
あ
ざ
み
平
）
③
樋
口
繁
勝

　
（
田
野
倉
）

二
〇
〇
勉
　
①
米
持
真
吾
（
室
野
）
②

　
高
橋
一
（
筋
平
）
③
井
上
覚
（
寺
田
）

一
五
〇
〇
π
　
①
井
上
覚
（
寺
田
）
②

　
堀
川
一
郎
（
奈
良
立
〉
③
米
持
真
吾

　
（
室
野
）

マ
ラ
ソ
ン
　
①
若
月
忠
一
（
孟
地
）
②

　
高
橋
和
久
（
あ
ざ
み
平
）
③
堀
川
一

　
郎
（
奈
良
立
）

走
巾
跳
　
①
米
持
真
吾
（
室
野
）
②
鈴
木

　
誠
ス
松
代
）
0
斉
藤
一
良
（
田
野
倉
）

走
高
跳
　
①
米
持
真
吾
’
室
野
》
②
米

　
持
敏
雄
（
室
野
）
0
鈴
木
清
彦
（
松
代
）

三
段
跳
　
①
米
持
真
吾
（
室
野
）
②
斉
藤

　
一
良
（
田
野
倉
）
③
鈴
木
誠
一
（
松
代
）

砲
丸
投
　
①
高
橋
一
¢
肋
平
）
小
林
二

　
一
（
莇
平
）
斉
藤
一
良
（
田
野
倉
）

女
子
競
技
　
な
し

囹
総
合

　
①
山
平
地
区
②
奴
奈
川
地
区
③
松

　
代
地
区
④
伊
沢
地
区

　
　
　
　
（
清
水
地
区
は
参
加
な
し
）

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　
　
　
松
代
大
会
成
績

　
今
年
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
松
代
大
会
は

6
月
23
日
松
代
小
学
校
及
び
高
等
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
一
般
バ
レ
ボ
ー
ル

の
み
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
応
チ

ー
ム
、
決
勝
は
千
年
青
年
チ
ー
ム
と
松

代
青
年
チ
ー
ム
の
対
選
に
な
り
、
千
年

青
年
チ
：
ム
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

．
成
績
は
次
の
と
お
り
、

H
東
頸
城
郡
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
H

〃
・
　
●

町
の
生
徒
た
ち
が
ん
ば
る

　
去
る
6
月
20
日
安
塚
町
小
黒
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
17
回
東
頸
城

郡
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
の
生
徒
た
ち
は
実
力
を
発
揮
し
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
そ
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
（
三
位
以
内
入
賞
者
）

◎
男
子
の
部

一
〇
〇
π
　
1
位
・
松
代
中
・
関
谷
毅

　
（
12
秒
0
・
大
会
新
記
録
）

二
〇
〇
蹴
　
3
位
・
松
代
中
・
小
堺
透

　
（
2
6
秒
7
）

四
〇
〇
徊
　
1
位
・
奴
奈
川
中
・
村
山

　
俊
郎
（
1
分
0
）
、

八
○
○
勉
・
一
五
〇
〇
解
　
入
賞
な
し

三
〇
〇
〇
窩
　
2
位
・
孟
地
中
・
山
岸

　
剛
（
m
分
斜
秒
了
）

一
〇
〇
勉
H
　
3
位
・
奴
奈
川
中
・
佐

　
藤
正
三
（
18
秒
2
）

」
四
〇
〇
窩
R
　
人
賞
な
し

八
○
○
解
R
　
2
位
・
松
代
中
（
1
分

　
4
8
秒
8
）

三
種
競
技
　
1
位
・
孟
地
中
・
斉
木
正

　
孝
（
二
三
〇
四
）
　
2
位
・
山
平
中

　
・
松
沢
俊
和
（
二
二
六
九
）

走
高
跳
　
2
位
・
奴
奈
川
中
・
斉
木
嘉

旨
　
　
　
　
　
　
9
－
　
　
l
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
0
1
　
　
　
　
9

　
5
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
■
■
■
ー
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
8

〃
・
　
●

　
明
（
1
・
5
7
勉
・
大
会
新
記
録
）

走
巾
跳
　
1
位
・
松
代
中
・
関
谷
毅
（

　
5
．
4
7
糀
）
　
3
位
・
山
平
中
・
山

　
岸
宏
和
（
5
・
2
7
解
）

三
段
跳
・
砲
丸
投
入
賞
な
し

◎
女
子
の
部

一
〇
〇
窩
・
2
位
・
松
代
中
・
相
沢
節

　
子
（
14
秒
5
）

二
〇
〇
π
　
入
賞
な
し

八
○
○
御
　
3
位
・
孟
地
中
・
石
田
友

　
子
（
2
分
4
2
秒
0
）

八
○
勉
H
　
3
位
・
孟
地
中
・
山
本
紀

　
子
（
お
秒
2
）

」
四
〇
〇
御
R
　
入
賞
な
し

四
〇
〇
徊
R
　
2
位
・
松
代
中
（
5
8
秒

　
2
）

走
高
跳
　
2
位
・
山
平
中
・
小
堺
三
重

　
（
1
・
2
2
勉
）

走
巾
跳
　
2
位
・
松
代
中
・
相
沢
節
子

　
（
4
・
0
9
窩
）

砲
丸
投
　
1
位
・
松
代
中
・
市
川
嶢
美

　
（
9
●
4
3
吻
）
3
位
・
奴
奈
川
中
・

　
牧
田
一
美
（
8
・
5
9
御
）

三
種
競
技
　
－
位
・
松
代
中
・
若
月
康

　
子
（
二
一
九
七
）
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自然愛護にご協力を…
饗
　

　
　
　
　
　
ー
ス
は
始
め
て
の

　
　
　
　
　
設
定
で
、
ど
の
く

，
、
．
　
”
時
出
発
、
メ
ジ
ロ
，

’
　
藷
縣
讐

　
今
年
の
探
鳥
会

を
孟
地
校
を
中
心

と
し
て
、
六
月
八

日
、
九
日
に
行
な

い
ま
し
た
。

　
八
日
午
後
五
時

か
ら
野
鳥
集
会
を

開
き
、
議
師
の
中

島
公
へ
板
倉
町
）

さ
ん
の
野
鳥
の
見

分
け
方
と
、
自
然

破
か
い
と
野
鳥
の

減
少
に
つ
い
て
話

を
き
き
ま
し
た
。

　
孟
地
～
中
子
～

苧
島
～
孟
地
の
コ

三
〇
種
を
確
認
し
ま
し
た
。

田
植
で
忙
が
し
い
時
で
し
た
が
、
孟
地

校
の
生
徒
一
九
名
、
校
長
先
生
も
参
加

さ
れ
二
八
名
の
探
鳥
会
で
し
た
。

　
ノ
ジ
コ
、
ホ
ホ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
キ
ビ
タ
キ
、
オ
オ
ル
リ

等
々
小
鳥
達
の
美
し
い
声
に
参
加
者
は

ジ
ツ
ト
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
伊
沢
方
面
は
、
ワ
シ
、
タ
カ
類
の
繁

殖
地
で
も
あ
り
、
松
苧
山
の
松
と
と
も

に
、
今
後
の
保
護
が
必
要
と
思
い
ま
す

　
植
物
の
保
護
が
小
鳥
を
ふ
や
し
人
間

も
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
1
松
代
自
然
愛
護
会
1

　
　
　
　
（
写
真
－
探
鳥
会
風
景
）

飲
ん
だ
ら
の
る
な

の
る
な
ら
飲
む
な

　
住
宅
金
融
公
庫
は
、
ず
イ
ホ
ー
ム
づ

く
り
に
資
金
の
面
で
お
手
伝
い
す
る
、

公
の
幾
関
で
次
の
資
格
を
備
え
た
方
な

ら
ど
な
た
に
で
も
低
利
、
長
期
の
資
金

を
ご
融
資
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
、
　
「
住
宅
公
庫
業
務
取

扱
店
」
又
は
「
申
込
取
扱
店
」
で
あ
る

農
業
協
同
組
合
へ
。

住
宅
新
築
の
場
合

◎
対
象
と
な
る
建
物

・
　
専
ら
住
宅
と

し
て
用
い
る
場
合

の
面
積
は
、
三
〇

塑
が
九
坪
）
以
上

一
一
一
〇
鯉
　
（
＝
エ
ハ

坪
）
以
内
。

住
宅
の
新
築
、
増
改
築
は

　
　
「
住
宅
金
融
公
庫
資
金
」
で

　
　
　
　
　
　
六
〇
才
以
上
の
老
人
、

　
心
身
障
害
者
も
し
く
は
六
人
以
上
の

　
家
族
が
同
居
す
る
場
A
旦
五
〇
塑
ま

　
で
。

　
。
　
作
業
所
や
店
舗
等
を
合
わ
せ
て

　
建
築
す
る
と
き
は
住
宅
部
分
の
面
積

　
が
全
体
の
％
以
上
あ
る
こ
と
。

◎
貸
付
額

　
。
　
木
造
の
場
合
、
最
高
二
五
〇
万

　
円
ま
で
。

　
。
　
一
定
の
条
件
を
満
す
場
合
は
割

　
増
貸
付
あ
り
。

　
・
　
簡
易
耐
火
構
造
、
耐
火
構
造
等

　
の
場
合
は
、
融
資
額
は
加
算
。

◎
貸
付
利
率

　
。
　
年
五
・
五
％
（
年
五
分
五
厘
）

◎
償
還
方
法

　
・
　
毎
月
元
利
均
等
償
還
又
は
毎
月

　
払
い
と
六
ヶ
月
払
い
の
併
用
。

　
・
　
償
還
期
間

　
　
・
　
木
造
　
　
　
　
一
八
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
・
　
簡
易
耐
火
構
造
二
五
年
以
内

　
　
・
　
耐
火
構
造
　
　
三
五
年
以
内

◎
保
証
担
保

　
。
　
「
公
庫
住
宅
融
資
保
証
協
会
」

　
の
保
証
か
、
連
帯
保
証
人
一
名
以
上

　
。
　
担
保
は
対
象
住
宅
に
第
一
順
位

　
の
抵
当
権
設
定
。

　
・
　
融
資
額
以
上
の
火
災
保
険
付
保

住
宅
増
改
築
の
場
合

◎
借
入
資
格

　
。
　
自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
改

　
良
工
事
を
す
る
方
。

　
。
　
貸
付
金
の
償
還
が
確
実
と
み
ら

　
れ
る
方
。

◎
対
象
と
な
る
改
良
工
事

　
・
　
増
築
、
改
築
、
修
繕
等
の
工
事

　
た
だ
し
タ
タ
ミ
表
替
、
窓
ガ
ラ
ス
の

　
取
替
等
は
対
象
外
。

◎
貸
付
額

　
。
　
通
常
必
要
と
す
る
費
用
の
七
〇

　
％
以
内
で
最
高
一
一
〇
万
円

◎
貸
付
利
率

　
。
　
年
六
・
○
％
（
年
六
分
）

◎
償
還
方
法

　
・
　
元
利
均
等
償
還
隔
月
払
い
。

　
・
　
償
還
期
間
一
〇
年
以
内

◎
保
証
担
保

　
・
　
連
帯
保
証
人
　
一
名
以
上

　
・
　
九
〇
万
円
以
上
の
場
合
は
原
則

　
と
し
て
抵
当
権
設
定
。

　
年
金
福
祉
事
業
団
の
年
金
被
保
険
者

住
宅
資
金
と
住
宅
公
庫
資
金
の
「
併
せ

貸
し
」
の
取
扱
い
も
い
た
し
て
お
り
ま

す
。　
詳
し
い
こ
と
は
も
よ
り
の
農
協
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。


